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（敬称略）

※各記事の学校や学年は平成 25 年度現在のものを表記しています。

ジャイアント・スラローム
　夏目　正樹（監督）　（安曇川在住）
　廣瀬　航平（立命館大学３年（高島中出身））
　古谷　俊也（高島高校１年）
　坂口　未祐（マキノ中学校３年）

アルペンの部
スノーボード

《一般男子》
　第１位　池田　健（高島）

《一般女子》
　第１位　田中　智寿子（安曇川）

ジャイアントスラローム
《一般男子》
１組（60 歳以上）
　第１位　弦川　　正（今　津）
３組（45 歳以上）
　第１位　吉本　　剛（安曇川）
４組（40 歳以上）
　第１位　今城　克啓（安曇川）
５組（35 歳以上）
　第１位　寺井　成晃（マキノ）
６組（30 歳以上）
　第１位　岡本　 祏輔（マキノ）

《一般女子》
１組（45 歳以上）
　第１位　河原　淳子（マキノ）
２組（30 歳以上）
　第１位　今城　幸子（安曇川）

クロスカントリー
　青谷　正章（監督）（マキノ在住）
　和田　健吾（立命館大学３年（高島中出身））
　平山　喜久（京都産業大学１年（マキノ中出身））
　伊藤　朋一（高島在住）
　白井　優希（安曇川高校１年）
　河原田政吾（高島高校１年）
　齊藤　　颯（安曇川中学校３年）
　川添　誠也（マキノ中学校３年）
　齊藤　彩佳（安曇川中学校３年）
　中原さくら（安曇川高校１年）
　岩佐菜々子（安曇川高校２年）
　山田　瑞季（高島高校１年）

《中学生》
○男子
　第１位　山室　誠（今津中）
○女子
　第１位　河原田　百花（今津中）

《小学生》
○男子
１組（１・２年生）
　第１位　古谷　ルク（今津幼）
２組（３・４年生）
　第１位　古谷　ネモ（今津北）
３組（５・６年生）
　第１位　村田　勇人（今津東）
○女子
１組（１・２年生）
　第１位　今城　真生子（広瀬）
２組（３・４年生）
　第１位　寺井　夏生（マキノ西）
３組（５・６年生）
　第１位　田中　優衣（広瀬）

《オープン》
　第１位　大櫛　咲絵（大阪市１年）

クロスカントリーの部
《一般男子》
１組（60 歳以上）
　第１位　多胡　重孝（安曇川）

《中学生》
○男子
　第１位　竹内　洸哉（今津中）
○女子
　第１位　三宅　満星（安曇川中）

《小学生》
○男子
２組（３・４年生）
　第１位　野崎　豪（マキノ西）
３組（５・６年生）
　第１位　一井　倫太朗（新旭北）
○女子
３組（５・６年生）
　第１位　太田　舞（今津東）

　２月 21 日（金）から 24 日（月）まで、山形県において第 69 回国民体育大会冬季大会スキー競技会（や
まがた樹氷国体）が行われました。高島市内からは選手 14 人、監督２人、計 16 人の方々が参加され
ました。（市民スポーツ課）

　２月 22 日（土）に第９回高島市民体育大会スキー競技会が箱館山スキー場で開催され、総勢１３８人の参
加者によって、熱戦が繰り広げられました。大会の結果は次のとおりです。（高島市体育協会）

第９回高島市民体育大会スキー競技会

スキー　やまがた樹氷国体に出場

（敬称略）

２月 13 日（木）に県庁で行われた表彰式で

　２月７日（金）
に東京都の都市
センターホテル
で第４回地域再
生大賞の表彰式
が行われ、美しい
マキノ・桜守の会
が優秀賞に選ば
れ表彰を受けま
した。
　この地域再生
大賞は、地方新聞
社 45 社と共同通

信社が主催し、地域活性化やまちづくりに取り組む
団体を対象に選定されるものです。
　美しいマキノ・桜守の会は、平成９年の設立以来、
海津大崎の桜並木の保全活動に取り組んでいること
が評価されました。（マキノ支所）

美しいマキノ・桜守の会
地域再生大賞“優秀賞”受賞！

今津銃剣道スポーツ少年団
県民スポーツ賞受賞！

　３月 26 日（水）から 28 日（金）まで三重県で
開催の第 25 回都道府県対抗全日本中学生ソフトテ
ニス大会に滋賀県代表として、村田俊介くん（安曇
川中１年）が参加されました。
　また３月 29 日（土）から 31 日（月）まで千葉
県で開催の第 13 回全国小学生ソフトテニス大会に
滋賀県代表として、安曇川ソフトテニススポーツ少
年団所属の村田由輝くん（安曇小５年）、才川朔眞
くん（安曇小５年）が参加されました。

（市民スポーツ課）

全国ソフトテニス大会
出場決定

　今津銃剣道スポーツ少年団が、滋賀県民スポーツ
賞を受賞されました。これは、平成 25 年度全日本
少年少女武道（銃剣道）錬成大会において、平田秀
幸くん（今津中３年）、小林翼くん（今津中３年）、
小林夏海さん（今津中１年）が出場した団体戦中学
生の部で優勝されたことによるものです。
　また平田くんは個人でも同大会で優勝されてお
り、滋賀県民スポーツ賞を受賞されました。（市民
スポーツ課）

滋賀県スポーツ少年団
優秀指導者賞受賞！

　２月１日（土）に近江八幡市勤労者福祉センター
で滋賀県スポーツ少年団表彰式が行われました。高
島市スポーツ少年団に長年ご尽力いただいている白
井與士則さん（高島・体操）、三矢正明さん（高島・
ミニバスケットボール）、桒原明さん（安曇川・サ
ッカー）、梅村俊樹さん（安曇川・バレーボール）、
森本正則さん（朽木・柔道）が滋賀県スポーツ少年
団優秀指導者賞を受賞されました。

（高島市スポーツ少年団事務局）

才川朔眞くん 村田俊介くん村田由輝くん

平田秀幸くん

森本正則さん 白井與士則さん
桒原明さん三矢正明さん

表彰式にて（梅村さんは欠席）
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ベトナムから高島に
来られたソンさん

　２月 12 日（水）朽木東小学校で国際理解教室が開
催され、ベトナムの出身で、現在、市内に居住されて
いるレー　ソン　チュンさんが講師に招かれました。
　ソンさんは、研修実習生として来訪され、現在、地
元の事業所で働きながら、高島市国際協会が開催して

朽木東小で国際理解教室　開催
ソンさんがベトナムの暮らしや日本での生活を伝える

いる「日本語教室」で熱心に日本語の勉強をされてい
ます。
　この日は、講師として、ベトナムの歴史や暮らしや
近年の工業化の話をはじめ、日本での暮らしなどを紹
介されました。
　子どもたちは、ベトナムでの人々の暮らしを学び、

「大人になったら人を助けられる人になりたい。」、「私
も何かあれば募金したい。ベトナムの発展が楽しみ。」、

「外国のことをもっと調べてみたい。」といった思いや
りにあふれた意見がたくさん出されていました。
　協会では、今後もこのような機会を市内各所で持ち
たいと考えています。（高島市国際協会）

　２月 13 日（木）に、サンポリマー株式会社（本社：兵
庫県朝来市）代表取締役の山本啓二様から、「高島市水と
緑のふるさとづくり基金」（ふるさと納税）に１，０００万
円のご寄附をいただきました。そのご厚意に感謝の意を込
めて、２月 21 日（金）、高島市長から感謝状を贈呈しました。
　サンポリマー株式会社は、創業者が安曇川町田中のご出
身で、そのご縁から創業当時から高島市内にある多くの外
注加工先のご支援があって今日に至っているとのことで、
これまでの高島市に対する感謝の気持ちを会社として伝え
たいとの思いから、今回ご寄附いただくことになりました。
　山本様からは、「高島は豊かな自然があってすばらしい
ところ。若者が住みたいと思えるような環境づくりに努め
てください。」とのメッセージをいただきました。
　本市の元気あふれる地域づくりのため、多額のご寄附を
いただきましたことに、心から感謝申し上げます。（財政課）

サンポリマー（株）様から
ふるさと納税に１，０００万円

　２月 15 日（土）、小学生４年生から６年
生を対象に行う体験活動「よえもん道場」で、
雪上ハイキングを行いました。
　マキノ高原を出発して赤坂山を目指しまし
たが、あいにくの雨と山頂付近での強風雪の
ために中腹の鉄塔までの往復となりました。
　全身びしょ濡れになりながらの雪山ハイキ
ングでしたが、寒い中みんなで励ましあいな
がら登りました。冬山でしか見られない樹氷
が見られたり、尻滑りで下山するなど楽しい
活動となりました。

（高島市青年育成市民会議）

　　　　　　雨雪まじりの
雪上ハイキング！

全身

びしょ濡れ！ 
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　環境省と日本エコツーリズム協会が主催する第９
回エコツーリズム大賞で、57 件の応募の中から、
針江生水の郷委員会が最高賞となる大賞を受賞され
ました。
　同委員会は、家々に湧き出る水と家々の間を流れ
る水路を組み合わせて利用する「川端（かばた）」
を中心に、同地区におけるさまざまな水との関わり
を「針江里山水博物館」として紹介されています。
また、身近な自然環境の保全に対する機会づくりに
も取り組まれています。
　これまで同大賞で、19 年度に特別賞、23 年度
に優秀賞を受賞されています。代表の田中義孝さん
は、「結成 10 年目の節目に大賞を受賞できてうれ
しい」と話されました。（企画広報課）

針江生水の郷委員会
エコツーリズム大賞受賞！

　２月 23 日（日）、安曇川公民館で「１年間をま
とめてみよう !!」と題し第５回子どもの体験活動サ
ポーター養成講座を開催しました。
　公益財団法人　関西テレビ青少年育成事業団　顧
問の畠中彬さんを講師に迎え、「子どもの体験活動
の必要性」と「体験活動の事故予防」について、実
際の事故事例をもとに学習した後、グループに分か
れて安全対策問題について考え、話し合い、発表を
しました。
　参加者からは「指導者を目指しているので適切な
行動を取れるようにしていきたい」などの声が出る
など、熱心に受講されていました。
　高島市体験活動サポーターバンクでは、子どもた
ちの体験活動をサポートする講師や活動補助をして
いただく方を派遣しています。詳しくはお問い合わ
せいただくか市ホームページをご覧ください。

（青少年課　 （32）4458 ）

子どもの体験活動
安全対策問題を考える
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